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【高校三段】
（１）剣道において、何故礼儀を大切にするかを述べなさい。

【起こり】剣道は刀を持って相手を倒すことから始まり、「剣の理法の修錬による人間形成の
道である」という考え方までに発展した我が国の伝統文化である。
剣道は対人的格闘技であるので、ややもすると闘争本能をむき出しにしてしまう場合がある。
こうした闘争本能を人間として制御するところに、剣道における礼の意義がある。それ故に、
古来「剣道は礼に始まって礼に終わる」と厳しく教えられ、実践されてきた。

〔解答〕剣道を修錬する上で、お互いに心を練り、身体を鍛え、技を磨くための良き協力者として、内には相手の人格を尊重して常に感謝の念を持ち、外には端正な姿勢で礼儀正しくすることが、剣道にとって極めて大切なことである。稽古や試合の前後の礼法を立派に行うことはもちろんのこと、終始、正しい心、慎みの心、敬う心といった礼の本体を離れることなく、素晴らしい剣道を創造していくうえで、礼は大切な要素である。


（２）「仕掛けていく技の種類」を書きなさい。

5 　一本打ちの技　　②　払い技　　③　二・三段の技　④　出ばな技
⑤　引き技　⑥　かつぎ技　⑦　片手技　⑧　上段からの技　⑨	捲き技
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【四段】
（１）「打ち込み稽古と掛かり稽古」の相違点を説明しなさい。

打ち込み稽古は、打ち込む側が元立ちの与える打突部位を捉えて打ち込んでいくなかで、打突の基本的な技術を体得する稽古法である。
掛かり稽古は、掛かる側が積極的に相手を攻め崩して打突の機会をつくり、短時間のうちに気力、体力の限りを尽くして打ち込んでいく稽古法である。


（２）「日本剣道形修錬の必要性（効果）」について述べなさい｡

剣道形は、先人が英知を尽くして創造したものであり、長い歴史の過程で、理合や精神面に深
い内容を持つまでに発達したものである。

日本剣道形を正しく継承して次代に伝えることは大きな意義があり、また、私たちの使命でも
ある。剣道形を繰り返し修錬することによって、剣道の基礎的な礼儀作法や技術、剣の理合を
修得することができ、さらに内面的な気の働きや気位といった剣道の原理原則をも会得できる。
このように剣道形は、剣道の規範となるものであることを深く認識し、平素から日本剣道形の
修錬に努めることが大切である。
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【五段】
（１）「剣道指導者としての心構え」について述べなさい。

剣道の修錬で指導者はもっとも重要な立場にあり、指導者が適切な指導をしているか否かは指
導を受ける者の人間的な成長や技術的な成長のすべてを決定していると言っても過言ではな
い。
剣道では指導者と指導を受ける者とが、互いに身体をぶっつけ合って修錬することが多いので、
指導者の人格や技遣いが、指導を受ける者に肌をとおして直接受け入れられ、影響を及ぼすこ
とになる。基本的な心構えを列挙すれば下記のとおりである。

１．確固とした信念と情熱、愛情と誠意を持って指導する。
２．指導を受ける者の人格と個性を尊重しながら指導する。
３．自らの人格を養い、信頼される指導者となるように努力する。
４．指導を受ける者とともに修錬に励み、技能の向上に努める。
５．能率的、合理的な指導法の研究を心がけ、指導を受ける者が理解しやすい指導の方法を研
究する。
６．指導を受ける者の健康や安全に留意する。

（２）「日本剣道形太刀３本目及び小太刀２本目での指導上の留意点」を、
それぞれ３つ（３本目)と２つ(２本目）を箇条書きにしなさい。

　太刀の形３本目
　　　　イ．打太刀は的確に水月を突き、手元が上がらぬように注意させる。
　　　　ロ．仕太刀は突き返したら、更に突きの気勢で位詰めに進むのであって突くのではないから、
　 　 　 　 その時剣先は突き出さぬようにさせる。
　　　　ハ．仕太刀がやや早く位詰めに進み、剣先を顔の中心に付けた後、元の位置に戻るときは、
　 　 　　  打太刀の始動と呼吸を合わせて引き始めさせる。
　小太刀の形２本目
　　　　イ．打太刀は一拍子に脇構えから正しく上段に振りかぶり、真っ直ぐにうち下ろし、斜め打ちに
　 　 　 　 ならぬよう注意させる。
　　　　ロ．仕太刀は残心をとる時に、ことさら体を進めて接近しないようにさせる。

